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研究成果の概要（和文）：　本研究は、１９世紀後半から２０世紀初期のロシアにおける文学生産の場の大きな変化と
、当時のメディア・テクノロジーによる知覚様式の変容や、哲学、心理学などにおける知覚理論の発達との関係を、あ
らたな視点から確認することを目的としている。これまでのロシア文化史、文学史研究においてはこうした視点はまだ
ほとんど普及しておらず、本研究はこの分野の先駆的試みと言えるものである。
本研究では、20世紀初頭のロシア・フォルマリズムに代表される文芸理論の新しい流れと、当時のメディア・テクノロ
ジーや知覚理論との関係を解明し、さらに当時のロシア思想・哲学における表象・言語理論と、西欧の知覚理論との関
係を検証した。

研究成果の概要（英文）：   The purpose of this study was to explore and characterize the big changes which
 had occurred in the field of literary production in Russia from the second half of the 19th century to th
e first half of the 20th century, especially from the viewpoint of its close relationship with the appeara
nce of new types of media and technology in the field of culture, and also with the remarkable progress in
 the psychological and philosophical theories of perception.
   As a result of the study we found out that the appearance of the new waves of literary theories at the 
beginning of the 20th century such as Russian Formalism was very closely tied with the popularization of c
inematograph, and it also was strongly stimulated by the psychological and philosophical theories of perce
ption, especially by Bundt, Bergson, Husserl, Sesemann, Shpet et al.  
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１．研究開始当初の背景 
（1）申請者が平成 17年度から 19年度にお
こなった、科研費基盤研究（C）「19 世紀後
半から 20 世紀初期ロシアにおける文学生産
の場の社会史的研究」（課題番号 17520210）
において、1870-90年代に、ロシアの読者層
の急速な拡大と変化、出版・流通のテクノロ
ジーのきわめて大規模な変動、雑誌などの文
学媒体（メディア）の形態の大きな変容がお
こり、それがこの時代の文学、文化の形態や
社会的機能を大規模に変容させたことが判
明したのだが、その調査の過程で、1890 年
代に登場した映画という視覚メディアや、レ
コードなどの聴覚メディア、さらに知覚や感
覚に関する哲学、心理学、精神生理学の理論
（ブント、ヘルムホルツ、マッハ、アヴェナ
リウス、ウフトムスキイなど）が、文学のあ
り方そのものに大きな変化をもたらしてい
ることがわかってきた。 
（2）映画は、その視覚的な効果の直接性に
よって急速に大衆化し、文学の特権的地位を
脅かしただけでなく、その技術的な成り立ち
によって、文学や芸術そのものが実は技術的
にできているのではないか、という疑いをも
たらし、文学研究への急速な科学・技術化を
促した。 
ロシア・フォルマリズムの文芸学者たちや、
またベールイ、ナボコフ、アンネンスキイや
アフマートワ、ザミャーチン、バーベリ、オ
レーシャ、プラトーノフら 20 世紀前半の作
家たちは、映画の技術的成り立ちとのアナロ
ジーで文学を技術的に解明しようとし、また
技術や知覚・感覚理論を前面に押し出し、文
学における視覚・聴覚性を極度に意識した作
品を生み出した。 
またフロレンスキイやバフチンらの美
学・文学理論もまた、当時の知覚理論を応用
したクリスチアンゼンやヒルデブラント、マ
ッハ、ウフトムスキイなどの美学や精神生理
学理論をその背景に持ちながら、ロシア独自
のイメージ論や身体論を形成した。 
つまり、この時代のロシアの文学生産の場
の大きな変動には、実はヴァルター・ベンヤ
ミンが「複製技術時代の芸術」において指摘
したような、この時期のロシアでおこってい
た大規模な「知覚の様式の変容」がきわめて
重要な役割を演じているといえるのである。 
ロシア文学・文化の研究では、この時代を上
記のような観点から扱おうとしたものはか
つてないと言ってよい。ヨーロッパの文化研
究では、上記のベンヤミンからこうした「知
覚の様式の変容」についての考察がはじまり、
ジョナサン・クレーリ『観察者の系譜』『知
覚の宙吊り』は、西欧芸術文化と知覚理論の
深いつながりを歴史的にあきらかにし、キッ
トラー、ストイキツァ、ディディ＝ユベルマ
ンらが文化とメディア、知覚理論の関係を問
題としてきた。 
（3）こうしたテーマの研究は、当時ロシア、
欧米、日本ともにほとんど例がなく、新分野

を早急に開拓する必要性があった。 
２．研究の目的 
（1）本研究は、19 世紀後半から 20 世紀前
半のロシアにおける文学生産の場の大規模
な変動を、当時登場しつつあった新しい視
覚・聴覚メディアや、それを背後から支えた
新しい知覚理論や技術のコンテクストに置
きなおし、これまでのロシア文学研究にはな
い、「知覚の様式の変容」という視点からと
らえなおすことを目的としている。 
（2）申請者は、バフチン、フロレンスキイ、
ナボコフ、ベールイらの作品のなかで視聴覚
メディアや知覚理論、心理学などがはたす役
割についてさまざまな業績を残しており、本
研究ではこれらの個々の研究を統合し、より
広い視野から、この時代のロシアにおこった
「知覚の様式の変容」の過程とその独自性を
具体的にあきらかにする。 
３．研究の方法 
（1）新しい視聴覚メディア・テクノロジー
（映画、グラモフォン、ラジオ、通信など）
の出現がもたらした文学生産の場における
知覚・感覚様式の変容とそのロシア的特色の
研究。ここで中心となるのは映画である。上
述のように映画出現の影響ははかり知れず、
他の芸術・文化自体をも操作的・技術的に把
握する志向を広め、映画独自の視覚的知覚様
式に対抗する文学独自の言語的知覚様式の
前景化を促進したのみならず、映画が文学の
原作を使用することで、文学の普及形態その
ものを多元的・メディア横断的に拡大し、「国
民文学」観念の創出にも貢献した。さらに録
音技術がフォルマリズムの文芸理論にはた
した役割についても注目すべきだろう。 
ソヴィエト初期にはトーキー映画の出現で
事情は複雑になる。視覚像と音声とのシンク
ロは、身体や声の擬似的な再統合をもたらし、
スターリン時代のアレクサンドロフ、プイリ
エフの映画における健康的で力強い女性労
働者像のようなイデオロギーと一体化した
統一された身体感覚を生み出した。知覚様式
の変容は、テクノロジーによる身体感覚の断
片化・部分の肥大から、知覚の身体的全体
性・統一性の回復へと変化したのである。研
究期間前半でこの過程を検討する。 
（2）新しい知覚理論、感覚理論（哲学・心
理学、美学、精神生理学など）のロシアにお
ける流行・展開と、文学・文化のテクストの
なかへのその浸透、そこで生まれるあらたな
知覚様式のロシア的独自性の解明である。19
世紀後半には哲学・心理学における知覚理論
の飛躍的発展がロシアにももたらされた。ロ
シアでは、西欧の知覚理論はさまざまな批判
に晒されるとともに、ウフトムスキイなどロ
シア独自の感覚理論を生み出し、それはバフ
チンやフロレンスキイをはじめとする人格
論的な身体理解や感覚理解へと展開される。 
またそれらは（1）の映画やモダニズム、ア
ヴァンギャルド文学・美術における独自の知
覚・感覚理解とも有機的につながっているの



である。しかし、こうした知覚理論とその独
自の理解は、従来のロシア文学、文化研究で
はほとんど検討されたことがない。研究期間
の後半でこうした知覚・感覚理論の批判的受
容とロシア文学・文化・思想との深い結びつ
きを検証する。 
そこでまず、関連の一次・二次資料の探
査・収集をおこなう。該当時期のロシアにお
ける映像資料および映画、グラモフォン、ラ
ジオ等やまたそれにかんする文献類の調査
および収集、さらに書籍資料の渉猟をおこな
う。さらに資料の読解とその理解および位置
づけをおこなう。またそのため、メディアや
知覚にかんする方法論を獲得するための一
般理論の研究を行う。そして、成果の発表（論
文執筆、学会発表）とその反響のフィードバ
ックをおこなう。研究成果をたんにアカデミ
ックな専門家の狭い範囲にとどめるのでは
なく、広く一般の読者にもわかりやすい形で
公表してゆく。 
４．研究成果 
（1）20世紀初期の新しい文芸理論の登場は、
世界の文学のその後の流れに大きな影響を
与えた。ロシア・フォルマリズムの出現はそ
の代表的なものであり、こうした文芸理論の
普及は、文学生産の場のあり方の大きな変化
を反映したものであり、その背後には、文学
生産自体をテクニカルにとらえようとする
志向性が隠されている。本研究では、フォル
マリズムの文芸理論と、当時のメディア・テ
クノロジーや知覚理論との関係をさまざま
な角度から検討した。その結果、フォルマリ
ストたちの「詩的言語」概念の背後には、こ
れまでの記号論・構造主義的見方とは異なり、
当時の心理学や聴覚理論などの新しい知覚
理論や録音テクノロジーなどがあり、断片的
な知覚から生きた身体のあり方を再構成す
るという考え方がそのベースとなっている
ことが明らかとなった。 
（2）さらに、こうしたフォルマリズムの文
芸理論にたいする当時の哲学者、思想家たち
の反応を検証することによって、フォルマリ
ズムの文芸理論が、ソシュール的な言語観に
基づく関係論的システムではなく、対象の存
在論的実在を直観的に把握しうるとするロ
スキイ、セゼマン、シペートの哲学理論や言
語論とつながっていること、さらにその理論
的背景として、ベルクソン、フッサールらの
知覚理論が大きな役割を果たしていること
が検証できた。 
（3）同時にまた、フロレンスキイ、バフチ
ン、ローセフ、シペートといったロシアの思
想家たちの言語論に特有の、言葉をリプレゼ
ンテーションでなく、イデア的かつマテリア
ルな実在ととらえる独自の理論が、実はフッ
サール現象学などの、知覚と身体にかんする
理論と深い関係にあることもわかった。 
（4）映画とのかかわりでは、20世紀初頭の
ナボコフの、映画がか大きな役割を果たす小
説『カメラ・オブスクーラ』、『絶望』を翻訳

するとともに、その解説および個別の論攷に
おいて、ナボコフの小説生産の技法が、当時
の映画の普及とのかかわりのなかで、映画メ
ディアの特性と小説メディアの特性との関
係という問題を極度に意識したものである
ことを解明し、20世紀の小説の特徴である言
語メディウムにたいする過度の意識が、映画
との関係のなかで形成されてきたものであ
ること、またイメージと言語記号の互換性に
かんする探究が、この時代の小説生産のあり
方を考える場合きわめて重要であることが
明らかになった。 
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